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✽こちらから

お入りください

西城町観光協会とタイアップした

情報サイトです

地域の情報などを発信します

ヒバゴンのまち

西城町

自然豊かな広島

県庄原市西城町

の様々な情報を

お届けします♫

西城まちづくり便

ヒバゴンの町西城

2024.4.19(金）西城自治振興区だより
Vol.142

TEL/FAX:0824-82-2175

e-mail:saijyo.jichi@gmail.com

〶729-5722  広島県庄原市西城町大佐734

西城まちづくり便

制

作

中

コラム「応援してます！西城紫水高」とは!! ～とまらない地域衰退を！

高校がなくなり、芸備線が失われ、地域医療が消えていく！ことを、

「なんとかできないか、というキモチ」です～
4月。春の気配がようやく整い、心浮き立つ今日この頃です。

私たちの地域は、「先進過疎地として、40年先を行っている！」と聞いて来ましたが、農林業の衰退・商店もなく

なり、観光施設の閉鎖・小学校の統廃合、空き家もふえました。高齢化率68％に達する自治会もでてきており、

担い手不足などにより敬老会の実施も、自治会の維持さえもむずかしくなってきたとの声も聞かれました。4月か

らは、孤独・孤立対策推進法も施行されましたが、高齢者だけの世帯も増えて、お困りごとを抱えられる人もでて

きております。自治振興区は、「地域」の視点から、つながりを絶やさず、地域の見守りや支え合い活動の「地域

包括ケア」の動きをはじめています。

この折に、西城紫水高校が廃校に、芸備線も廃線の危機を迎えています。いずれは西城市民病院の存続にも

かかわることだと言っても過言ではない事態だとも考えています。【但し、9月5日の市政懇談会では、西城市民

病院を建てかえるとの明言があり、うれしく聞きました】

「コラム」欄では、地域医療を守る会顧問で、上下高校を支援する会代表の上下町の整形外科医・黒木秀尚先

生の投稿（10/7、中国新聞）を紹介しました。「2025年へ向けて病床数を18万床削減する政府の地域医療構想

や、公立高校も統廃合がすすめられており、これらは、先人が地域を持続可能にするため、陳情などを繰り返し

て勝ち取った地域の宝である。だから、なくすと地域は衰退し、やがては消滅しかねない」(11月号）という視座に、

大きな勇気をもらいました。その後も、

1.

2.

3.

大きな課題ではありますが、学びながら自分のこととして、誰もが小さな「声なき声」をあげて、地域みんなで力

を合わせて、「安心・安全に暮らせるまちづくり」を目指すことが大切なのでは、と考えています。もし、よろしけれ

ば、ご意見をお寄せいただき、本紙に掲載して、いっしょに学ぶことが

できればとも思っています。懸命に「学び、動く組織」が、地域を創って

いくと言われますが、そう願っています。どうぞよろしくお願いします。

西城自治振興区 会長 田村 富夫

第4回役員会で意見をもらい、市議会と語る会のテーマを「西城紫水高校・芸備線・西城市民病院」と

決定し、地域の意見交流ができ、課題意識を深めることができました。（11/1）

鉄道コレクション特別展示会（10/29～12/1）

勉強会「どうする、どうなる芸備線～藻谷浩介さんと考える鉄道を生かしたまちづくり」では、鉄道だけ

が、赤字だから利用者が少ないから廃線というのはおかしい。道路も港湾も空港もみな赤字。公共財に

は税金がつぎ込まれるのはあたりまえ、税はそのためにある。廃線になれば沿線一帯は一気にさびれ

ると、力強い教示をうけました。（1/19）【3月26日にはJR芸備線再構築協議会が始まりました】

地域包括医療ケアシステム講演会と「西城市民病院・郷力医院長先生を囲む会」では西城市民病院

発の「医療」や「介護」の分野での早い時期からの「地域包括ケア」の取り組み、また認知症・看取り・終

活や介護予防のシルバーリハビリ体操などを教わることができました。（3/2） と、歩みました。

能登半島地震義援金募金のお礼

西城自治振興センターにて受け付けておりました

義援金につきまして、これまでに受付致しました金額

は次のとおりです。

みなさまからお預かりした募金は

「社会福祉法人 広島県共同募金

会」を通じ、お届けさせていただきま

す。暖かいご協力、ご支援、誠にあり

がとうございます。引き続き募金のご

協力をよろしくお願いいたします。

お世話になりました！

地域マネージャー長谷川昌良さんが3月31日付で退

職されました。西城自治振興区で「ロビーLIVE」や

「わが家でいつまでも」などいろいろな企画をされ好

評でした。大変にお世話になりました。

ありがとうございました。

一期一会ではなく

一度かかわった人

との縁はずっと続

くと思っています。

ありがとうござい

ました。

これからもよろし

くお願いします。

歌声ひろば 私たちは生涯学習の一環として、毎月2回、

古川由紀さんのアコーディオン演奏に乗り、

大きな声で笑顔と元気を願い、楽しい一時を

過ごしています。懐かしい童謡、唱歌、演歌

等、昔を思い出させてもらい、まさに人生だと

思っています。歌詞を見て音に合わせて声を

出す事は、しっかり脳を使っているので認知

症予防にもなり、誤嚥防止にもなります。

西城町を明るく元気な町にするためにも、多くの方に足を運んでいただきたいと思っています。

西城町を笑顔いっぱいの健康長寿の町にしていきましょう。

毎月第2、第4金曜日、午前10時30分より、参加費1回300円です。みなさまお待ちしています。

【代表 坂本睦子さん談】
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教室

「紫水高校便り」

芸備線再構築協議会が開催され、将来に向けた

取り組みが新たなステージに入りました。そして、

紫水高校も、新たな段階に来ています。

鉄道も高校も無くなれば、風評被害も加えて地

域が衰退する、だから地域の宝として捉え、これま

で存続に向け取り組んできました。今回、学校関

係者の努力により、県教委が基準としている20名

以上の入学生が確保できました。今後は、全校生

徒数60名以上という基準に対しても、クリアできる

よう取り組みを継続します。

一方、プロジェクトチーム会議の地元組織メン

バーが提出した、「地域みらい留学」という制度を

活用するため、登録に必要な経費88万円の予算

化をお願いした請願書が、市議会で採択されまし

た。これは、将来に向けた大きな前進です。今後

は、市の予算に計上していただくことで、学校の取

り組みを支援し、併せて持続可能な地域づくりへ

の取り組みを行っていきます。

今後とも、地域の皆さんの支援とご協力をお願い

します。

文責・副会長

新田晴士

お疲れ様でした！次は優勝だぁ～

庄原市ふれあいセンター

コパリホール 3月13日(水)

３位入賞おめでとうございます！

是田さん・池尻さん・大谷さん・倉田さん

西城から５チーム２０名が参加されました

モルック大会が開催されました!
全１５チーム、５９名が

参加されました！
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3月17日(日）、デイホーム事業「栗平子

夢ひろば」での一コマ。資生堂化粧療法

による「いきいき美容教室」を開催しまし

た。化粧で得られる健康長寿のための秘

訣として、①運動：化粧品をつかむ、腕を

上にあげる動作は、食事の2倍以上の筋

肉を使う ②食事：唾液線を意識したスキ

ンケアで、食欲や誤嚥性肺炎防止など

③交流：外出意欲、社会参加、自分や他人を意識することでよい循環が生

まれ健康寿命を延ばすという講習の後、いよいよ化粧の時間。皆さん、緊張

の中、おっかなびっくりで始めていましたが、講習が進むにつれて変わってい

く自分の顔に、嬉しくもあり楽しくもあり、最後はとても良い笑顔でした。まさに

化粧の力を見ました。 （栗平子夢ひろば 新田事務局長談）

いきいき美容教室
栗自治会・平子自

治会

3月19日（火）小地域サロン「十日市おしゃべ

り会」におたずねしました。

毎月、第3火曜日の10:00～12：00に元牛市

場のすぐ横、「十日市集会所」で開催していま

す。今日で75回か76回目になります。 6年くら

い前に社会福祉協議会から声をかけてもらい、

五町自治会の行政区の十日市上、中、下の希

望者を募り、サロンが始まりました。

十日市おしゃべり会 小地域サロンの紹介
五町自治

会・共栄会

当日の参加者は男性4名、女性4名。サロンは

10：00から始まり、まずは嚥下体操。社会福祉

協議会の講師が指導します。梅干しやレモンを

飲み込むイメージで「パパパパ、タタタタ、カカ

カカ、パタカラ、」と声を出します。すると、途中

から96歳の方が参加され、顔を見た皆さんは大

喜び。にぎやかになったと大笑い。集える喜び

を感じられます。参加者は9名に増えてサロン

は続きます。

こんどは膝を抱えての足の体操。おしり歩き、

ブリッジなど。いろいろな体操をします。講師か

ら、それぞれの体操でどんな効果があるのか、

例えば「服を着るのが楽になるとか」、丁寧な説

明があります。

一段落してお茶の時間です。テーブルを用

意して、飲み物でのどを潤して歌の時間です。

歌集から今日は「北国の春」。十日市おしゃべ

りサロンのテーマ曲と決めている「青い山脈」。

電子オルガンの伴奏で「高校三年生」を歌った

あとは歌詞にあった「ニレの木」は「西城で見か

けない」、「いや、夢公園に1本あった」などと、

話が盛り上がります。

最後は「バッゴーゲーム」。86cm×56cmの

ボードに穴があり、ビーンバッグ（豆などを入れ

た袋）を入れる競技です。2チームに分かれて得

点を競います。ビーンバッグが穴に入るたび歓

声が上がります。そうこうするうちに正午です。

世話人の五島さんから「今日のように歌をうた

いゲームをしたり、体操は必ず行います。本の

紹介をしたり、小学生を呼んでギターで歌をう

たったりすることもありました。サロンが長くできる

秘訣は、いろいろなことをしているからだと思う」

と話されました。

世話をされている方も笑顔がたえないのは、参

加者が心から楽しんでいるからだと思いました。

ボードの穴にビーンバッグが

入るか？「バッゴーゲーム」

足の体操から

膝をかかえて ブリッジまで

歌の時間は盛り上がります

始めは嚥下体操

明神町明寿会 ひなまつり
明神町明寿会で「ひなまつり」を3月21日(木)から25日

(月)まで開催しました。今回で9回目。会長の伊達榮之さ

んによるとテーマは「春爛漫」です。人形たちがお花見を

している様子を再現しました。屋台に綿菓子、おでん、り

んご飴など。展示場は最初は1か所だったのですが、今

は5か所に増えました。

五町自治
会

明寿会で取り組んでいる「銭太鼓」も再現しています。

人形の数は約280体。いつの時代に作られたか、かなり

古い三次人形もあります。と話されました。

お伺いした日は雨

の降る寒い日でした

が、きれいに飾られた

人形を見ているとお

だやかな気持ちにな

ります。すぐ近くに来

ている春を感じられま

した。

田村会長を囲んでの記念撮影

「地域包括医療・ケアシステム講演会」・「郷力和明院長を囲む会」

3月2日(土）西城自治振興センターにて、西城市民病院長の郷力和明先生を講師

に招き「地域包括医療・ケアシステム」の講演会を行いました。講演では「①西城市民

病院を中心とした地域包括ケアシステムについて、予防・医療・介護・見守り生活支

援・住まいなどを住民に支援する仕組み。②自助（個人）・互助（近隣）・共助（保険）・

公助（行政）の役割分担を踏まえ、住み慣れた地域で在宅での生活が継続できる社

会を実現。そのために西城市民病院が長年にわたり取り組んできたこと。③住民の

皆さんと行政が一体となり、健康寿命を伸ばし、介護予防のため「シルバーリハビリ体

操」を導入したこと。④認知症については症状や種類、認知症の人に対する対応の

基本」についてなどの内容を話されました。

郷力和明院長

当日会場には約110人の方が来

場され、市民が安心して暮らせ、心の

支えとなる病院にむけて、取り組まれ

てきた貴重な内容を知ることができま

した。

講演会の後、「郷力和明院長を囲

む会」が開かれました。地元市議会議

員、自治振興区役員で長年にわたる

功績に感謝を伝えました。

お茶の時間はおしゃべりの時間


